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一　般　演　題
、A》～、

1・光ディスクを利用した画像処理効果と評価のための

　　コンピュータ支援プログラム（CAI）の開発

小島　一彦　　越田　吉郎　　（金沢大・医短）

　画像データの処理とファイリングへのコンピュータの

有効な利用が期待されている．高速の画像記録と再生が

可能な3．5GBの光ディスクの利用により画像操作を容

易にし，処理画像のマルチ表示と処理効果の評価がス

ムーズに行えるシステムを検討した．さらに，画像評価

の方法として代表的なROC解析や分解能測定を表示画

面の指示に従って，評価データが収集できるコンピュー

タ支援プログラム（CADの開発を行った．メインプロ

グラムはBASIC言語で作成し，画像データは光ディス

ク内のデータベースから検索し，説明やカテゴリーなら

びに記入項目は画面ごとにワードプロセッサで作成でき

る方式を用いた．

、、、∨

100KeV）である．まず較正は毎日使用時に行い，デー

タを検証している．ファントムを用いた検者内における

再現性は，CVが0．35－1．32％と良好であった．また当

装置では介在する組織の厚さに有意な影響を受けなかっ

た．検査時間は12．3－18分と比較的短時間で済み，腰椎，

大腿骨頸部および任意の部位の骨塩量の測定が可能であ

る．使用経験上，欧米に比して日本人の骨塩量は低い傾

向にあり，日本人における骨塩量の標準分布図作製の必

要性が示唆された．

3．Factor　Analysisによる腎皮質機能の病態生理学的

　　検肘一第2報：局所通過時間への重力効果につ

　　いて一

小野　元嗣　　竹田　　寛　　前田　寿登

伊藤　綱朗　　寺田　尚弘　　中川　　毅

山口　信夫　　　　　　　　　　（三重大・放）

2．デュアルエネルギー光子吸収法による骨塩量の測定

　　一臨床的検肘（第1報）一

南部一郎
古本　尚文

中嶋愛子

柿下　正雄
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亀井哲也

征矢敏雄

二谷立介
（富山医薬大・放）

　Osteoporosis早期診断のためのGd－153使用の二光

子吸収法による骨塩定量分析装置の基礎的検討および使

用経験を報告する．装置はNorland社製二光子骨塩定

量分析装置2600型，使用核種はGd－1531Ci　144　KeV，

　腎皮質におけるurine　fiowに対する重力の影響を調べ

るため，99mTc－DTPA　studyをFactor　Analysisを用い

て解析し，検討を行った．

　正常例座位では，腎皮質因子は上極を中心に分布し，

下極の皮質通過時間は上極と比較し有意の遅延を示した．

腹臥位では，皮質因子は上，下極ともに均一に分布し，

通過時間は座位での上極と下極の通過時間のほぼ中間の

値を示した．閉塞性腎疾患群では，座位の場合でも皮質

因子の分布は均一で，上極と下極とでは通過時間に大き

な差は認めなかった．

　腎皮質でのurine　flowには重力が影響し，正常例では

上極と下極の皮質通過時間に差がみられるが，urine
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flowに抵抗が生ずるとその差が少なくなると考えられ

た．

4・回転型ガンマカメラによる脳血液プール／脳血流

　SPECT像作製の検討

　　　仙田　宏平　　伊藤　茂樹　　中条　正雄

　　　嶋田博安江森祐辻　明
　　　　　　　　　　　　　　（国立名古屋病院・放）

　回転型ガンマカメラ・システムを用いて，Tc－99m－

RBCによる脳血液プールSPECT（以下，　CBV）を，1－

123－IMPによる脳血流SPECT（以下，　CBF）施行直後

に同一体位ならびに測定条件で行い，得られた同一スラ

イス面の局所脳血液量および血流量分布画像から，局所

酸素摂取率画像を製作し，その有効性を検討した．

　その結果，定量性には問題があるが，局所酸素摂取率

を表わすと考えられるSPECT画像を比較的容易に作製

することができた．

477

6．Tc－99m　HMPAOによる急性期脳梗塞6例の検討

田所　匡典　　小幡　康範

　　　　　　　　　（名古屋第一日赤病院・放）

大島　統男　　佐久間貞行　　（名古屋大・放）

　Tc－99m　Hexamethylpropyleneamine　Oxime（HMPAO）

の常時使用性と大量投与（30mCi）による検査時間短縮

に着目し，急性期脳梗塞6症例においてHMPAO脳血

流シンチグラフィーを施行した．全症例においてCT上

軽度の異常所見を認めたが，HMPAOでは虚血病巣の

同定，閉塞血管の推定が容易であった．また1方向3秒

収集による短時間撮影画像を15－30秒収集の通常の画像

と比較したところ，画質は劣るが病巣の描出範囲に大差

はなく，状態の悪い急性期症例においては，検査時間の

短縮により得られる利点を考えると臨床上は有用である

と考えられた．以上より，HMPAO脳血流シンチグラ

フィーは急性期脳梗塞症例において有用な検査法と考え

られる．

5．99mTc－HMPAOの使用経験（18例のまとめ）

竹原　康雄

堺　　常雄

山本　貴道

藤島　一郎

三野　　努

（聖隷三方原病院・放）

田中篤太郎　　佐藤　晴彦

　　　　　　　　　（同・脳外）

　　　　　　　（同・リハビリ）

渥美　祥子

（同・総合画像診断部）

7．99mTc・HM－PAOの脳内動態解析

　一4コンパートメントモデルによる検討一

松田　博史　　辻　　志郎　　大場　　洋

寺田　一志　　今井　啓子

東　壮太郎

久田　欣一

　（金沢大・核）

　　（同・脳外）

　99mTc－HMPAOによる脳血流シンチグラムの臨床的

有用性につき，主として，Emergency　Caseを選択して

検討した．脳梗塞超急性期でCTでLow　Densityが出

現する前にその虚血範囲を観察することができたが，

Lacunar　InfarctやTIA症例ではその病巣検出は不可

能であった．3例においてDiaschisis　Cerebelliが脳梗

塞発症12時間以内でみられ，Transneural　Depressionが

時間単位の早期に起こり得ることが証明された，なお1

例脳死をDynamic　StudyおよびSPECTで証明でき，

Dynamic　Studyができる点が，　IMP　Studyより有利で

あった．また1例てんかん重積例のFucus同定のでき

た症例があった．本剤は，Emergencyの脳血流シンチ剤

としてきわめて有用である．

　HM－PAOによるヒト脳での定量的脳血流測定を行う

ために，4コンパートメントモデルを想定し，血流量な

らびに各コンパートメント間の移行速度定数を求めた．

脳血管障害患者4人の検討では，脳内の拡散性HM－

PAOから非拡散性HM－PAOへの移行速度定数は灰白

質と白質，および患者間での変動は小さく，ほぼ1．0／min

であった．また拡散性HM－PAOの脳血流分配恒数は約

1．0でLassenらの仮定した値と一致した．また血中で

の非拡散性HM－PAOへの移行速度定数も患者間での変

動は少なく平均1．14／minであった．
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